
タ
イ

一

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
ハ
ン
リ
ヨ
ウ
穴
聖
寺
薄

領

大

一
(
五
)
前
川
利
之

l
文
政
四
年
十
二
且
従
来
の
所
領
七

一明
者
滞
の
制
土
の
鎚
地
に
就
い
て
は
、
時
左
把
の
知

一
一
向
宵
七
十
十
日
除
の
外
、
新
川
一
瓜
可
八
宵
六
十
六
石

く
で
あ
る
。
そ
の

ω名
は
附
録
に
原
げ
る
。

一
七
斗
況
升、
延
貸
八
年
八
且
に
山
間
捜
し
た
矢
田
野
九
e

(
一
〉
前
川
利
治
ー
は
永
十
六
年
六
月
二
十
臼
利
治

一
村
千
八
円
三
十

二
相
二
斗
一
升
三
合
を
加
へ
、
誌
に

は
、
父
利
市
か
ら
加
引
自
治
初

一円
三
十
=一

d
六一
瓜
一
加
型
前
か
ら
似
米
二
四
品
叩mfr瓜
を
補
給
品
唱
'
る
名
義
で
、

}九
千
七
百
三
十
一
石
流
斗
九
升

及
び
腿
巾
新
川
叩

一
十
瓜
石
の
待
遇
を
制
定
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
頃

九
ぷ
判
四
千
三
円
俄
布
、
合
前
じ
瓜
布
に
分
対
せ
ら

一
か
ら
大
山
市
幸
印
刷
街
キ
一
一
内
五
十
三
今
村
と
訴
す
る
こ
と

れ
た
。
そ
の
う
ち
時
間
川
部
九
よ
刊
は
、
門
川・

官
以
・
一
に
な
っ
た
の
は
、
新
川
又
は
魁
内
を
狛
立
の
一

一利
と

上
野
・
入
腕
・八
附
・
道

m・背
水
・仰
山
新
・君
日
で
あ

一
L
、
或
は
前
に
一
村
と
沼
め
た
も
の
を
組
内
と
し
た

っ
た
。
又
江
川
川
柑
巾
捌
符
の

一
一
利
は
利
似
の
謎
老
約

一
が
お
で
、
取
へ
て
境
岐
に
綬
犯
を
生
じ
た
の
で
は
な

に
闘
し
て
ゐ
た
。

一
い。

(
一
一
〉
前
川
利
明
|
市
山
栴
三
年
八
且
越
中
新
川
榔
の
四

一
ハ
ム
ハ
〉
前
川
刺
恩
|
明
治
二
年
六
月
イ
八
日
版
鰐
器
巡

千
三
百
倣
石
を
、
加
到
従
業
部
六
よ
判
及
び
江
削
榔

一
を
閉
さ
れ
た
。

那
谷
村
四
千
三
百
二
有
一
斗
四
升
と
交
換
し
た
。
凶

一

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
ヤ
キ
大
正
寺
焼

l
ク
タ
ニ
ヤ

っ
て
合
計
七
前
三
」
I
三
石
七
ヰ
三
升
と
な
っ
た
が
、

一
ゃ
九
行
焼
。

そ
の
中
三
イ
三
石
七
斗
三
升
は
館
前
で
あ
っ
た
。

一

ダ
イ
ジ
ヨ
ウ
ジ
ヤ
マ
ハ
ツ
ケ
イ
大
乗
寺
山
八
景

施
。丸
四
年
間
且
五
臼
利
明
は
、
徳
川
'Am
制
か
ら
江
川
山

一
石
川
巾
大
東
昔
の
後
山
か
ら
製
み
得
る
八
m
却
を
肱
へ

部
行
三
十
凶
よ
打
法
び
能
楽
制
中
六
今
村
合
計
七
瓜
石

一
た
も
の
o
黒
却
舟
夜
間
・
二
子
探
許
制
・
合
部
タ
閉
山・

を
剛
山
知
す
べ
き
判
物
を
尖
け
た
。
〈
是
よ
り
附
に
は
剣

一
宮
脱
抑
帆
・大
東
君
臨
叫
節
・同
地
紋
且
・ぬ
来
附
臥
・自

知
の
判
物
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
。

〉

一

山
科
誌
が
そ
れ
で
、
奥
村
策
伐
の
一油
大
采
寺
山
眺
望

山
手
元
年
九
月
H
一
日
徳
川
創
世
間
が
、
加制
U
滞
の
削

一
八
伎
の
u
N
献
が
あ
る
。

川
削
酬
紀
に
典
へ
た
領
知
の
刊
物
に
は
、
大
明
寺
滞
節

一

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
リ
ヨ
ウ
シ
ヤ
ゴ
ウ
チ
ョ
ウ
大
聖

を
江
川
山

・
能
尖
二
山
々
内
七
瓜
泊
七
J
I
一白
併
と
杷
さ
一

寺
縄問
拡
競
慎
一
加
。
大
型
寺
滞
領
内
の
枇
川
出
版
で
、

れ
て
ゐ
る
。

一
そ
の
寺
副
所
に
あ
っ
た
も
の
。
町
永

・
平
保
切
の
制
刷

会
一
〉
前
川
利
賀

l
元
乱
脈
小
九
年
七
且
九
日
利
植
は
利
明

一
一
艇
で
あ
ら
う
と
い
は
れ
、
今
日
の
枇
似
と
甚
だ
供
な

の
泣
衡
を
加
盟
ぎ
、
そ
の
内
新
川

一一向ナ
刊
を
却
利
目
に

一
る
も
の
が
あ
る
。

分
か
っ
た
。

一

ダ
イ
シ
ョ
ウ
ジ
リ
ヨ
ウ
ナ
イ
ザ
ツ
キ
大
型
寺
領

伐
永
六
年
間
用
十
二
日
利
呂
の
治
街
中
」
、
利
直
に
彼

一
内
雑
記

J
ヒ
ョ
ウ
ザ
ツ
キ
秘
嬰
剥
杷
。

せ
し
め
ら
れ
た
。

一

タ
イ
シ
ョ
ウ
ヤ
グ
ラ
大
将
抱

金
持
域
内
松
坂

(
問
〉
前
川
利
説

lUF保
二
年
八
且
十

一
日
徳
川
吉
宗

一
門
の
右
方
な
る
柄
引
守
あ
っ
た
が
、
質
向
九
年
の
災
後

か
ら
、
加
制
比
四
耐
の
前
川
綱
紀
に
興

へ
た
侃
知
判
物
に

一
一作
治
し
な
か
っ
た
。
金
城
深
秘
録
に
、『
大
将
机
は
、

杷
す
大
器
寺
滞
鮒
の
日
は
、
亦
山
'
苧
元
年
の
も
の
に

一
政
の
大
崎
町
或
は
人
質
ι
吋
入
れ
白
け
る
二
重
栴
な
h
v
o

同

じ

い

。

人

の

気

付

か

ざ

る

お

大

将

仰

と

名

付

け

た

る

も

の

長
イ
セ
イ
コ
太
清
湖

河
北
潟
の
和
名
。
前
間

綱
紀
そ
の
下
流
拠
ヶ
崎
に

別
館
を
立
て
h

腿
之
に
臨

か
。
此
栴
辺
に
限
り
石
垣
な
L
o
大
切
の
囚
人
を
入

れ
也
〈
ね
な
る
が
放
に
行
恒
な
き
か
。
』
と
記
す
る
。

ダ
イ
ジ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
コ
ウ
ニ
セ
ツ
ホ
ン
マ
ツ
キ
大

震
示
光
=
利
本
末
記

二
加
。
石
川
郡
大
莱
寺
と
鹿

応
部
永
光
寺
と
は
、
古
来
艇
本
寺
の
名
刺
で
あ
っ
た

が
、
在
平
三
年
抑
制
府
か
ら
、
大
束
寺
を
永
平
寺
末
、永

光
+
曹
を
総
待
寺
末
と
定
め
ら
れ
た
如
来
を
述
べ
る
。

主
イ
シ
ン
イ
ン
泰
良
院

加
担
滞
中
山
第
五
代
前

問
縦
紀
の
女
で
、
二
候
吉
中
世
古
人
で
あ
っ
た
直
仰
の

法
脱
。

J
マ
サ
ギ
ミ
然
君
。

ダ
イ
ジ
ン
グ
ウ
リ
ヨ
ウ
大
神
宮
領

伊
勢
内
外

雨
宮
の
御
料
既
に
は
、
古
〈
石
川
榔
町
永
御
厨
・臨

ぬ
制
能
官
邸
御
厨
・臥
京
都
櫛
防
御
厨
が
あ
っ
た
が
、

そ
れ
ら
は
各
そ
の
僚
に
述
べ
た
。
近
代
に
主
つ
て
は

天
正
巾
前
田
利
家
が
、
羽
咋
郡
八
師
座
主
村

・
越
巾

郁
抽
出
都
宮
腹
村
各
百
侠
の
地
を
外
宮
御
師
嗣
井
良
左

術
門
に
奥
へ
、
そ
の
八
開
座
主
は
利
判
的
の
時
検
地
に

よ
り
七
十
石
五
斗
一
八
升
と
改
め
ら
れ
た
。
叉
同
じ
く

利
家
の
時
か
ら
内
宮
御
附
加
狐
助
に
館
中
射
水
郡
小

筋
村
六
十
有
の
地
を
宛
行
は
れ
て
ゐ
た
。

ダ
イ
ス
イ
大
陸

J
キ
タ
ガ
タ
ヤ
〆
イ
ス
イ

北
潟
屋
大
阪
。

・タ
イ
セ
イ
イ
ン

太
盛
院

鳳
荒
川
州
三
凹
(
今
山

間
)
に
在
っ
て
、
印
刷
川
宗
に
邸
す
る
。

山
川
町
は
妙
勉

山
。
長
級
二
年
制
雲
寺
の
附
組
物
外
の
隠
楼
す
る
所

と
い
ひ
、
米
院
に
賀
泉
寺
・
北
斗
寺
・
長
祭
寺
・諮町師

寺
・制
脅
寺
が
あ
っ
た
が
、
今
皆
単
純
し
た。

h
F
イ
セ
イ
イ
ン
太
清
院

鳳
京
都
世
洞
宗
総
待

寺
山
内
に
在
っ
て
、
同
寺
内
妙
街
路
に
邸

L
、
殴
長

四
年
由
嵐
山
徐
芸
の
創
立
す
る
所
で
あ
っ
た
。
今
は
師

、
。
L
 

四
九
五

ダ
イ
セ
ン
大
守
一

刻
咋
純
子
浦
氏
宗
束
仮
耶
勝

寺
の
住
職
。

一
名
浴
映
。
存
雲
院
滋
玄
に
思
び
、
第

永
二
年
悦
慨
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
任
命
は
香
川
記
院

の
吹
感
に
凶
っ
た
伐
、
制
成
一

日仰
の
括
反
封
が
あ
り
、

次
い
で
剛
山
年
凶
成
の
公
扱
の
凶
を
作
っ
た
。
是
を
以

て
大
足
も
亦
江
戸
に
純
治
せ
ら
れ
、
寺
枇
潜
行
取
制

の
結
果
、
本
山
泊
所
に
刑
制
問
を
命
ぜ
ら
れ、

縦
訓
を

退
〈
こ
と
に
な
っ
た
。
文
久
三
年
抗
且
彼
役
し
、
即

日
寂
、
制
正
院
と
硲
せ
ら
れ
た
。

ダ
イ
セ
ン
大
仙

J
カ
ク
ホ
ウ
グ
イ
セ

ン

俊

郎
大
仙
。

ダ
イ
セ
ン
ジ
大
仙
寺

石
川
都
信
機
庄
四
十
瓜

語
性
等
説
明
郎
八
年
九
且
晦
日
出
僚
務
自
仙
刊
の
文

部
に
、『
木
庄
四
十
瓜
村
之
内
大
仙
寺
分
之
口
出
般
的
山

林
之
原
-
E
々
同
村
法
阿
世
誼
必
へ
所
前
附
也
云
々
』
と

あ
る
。
法
問
脱
退
場
は
後
の
器
削
寺
で
、
大
仙
寺
の
辺

地
を
そ
れ
に
お
恕
し
た
も
の
と
見
え
、
そ
の
地
は
今

ん
だ
が
、
太
山
測
の
名
も
こ
の
頃
か
ら
初
っ
た
の
で

あ
る
と
い
」
。
太
初
測
の
文
字
を
そ
の
依
使
っ
た
持

は
見
常
ら
ぬ
が
、
平
岩
仙
肢
が

『
消
泊
以
非
E

文
附

右
-』
と
い
う
た
柿
沼
は
是
で
あ
ら
う
。

h
F
イ
セ
イ
デ
ン
大
成
田制

l
セ
イ
ド
ウ
明
常
一
。

ダ
イ
セ
キ
ジ
ハ
大
右
寺
汲

大
石
寺
探
は
山

士
山
総
な
る
臼
述
宗
の
一
源
で
あ
る
が
、
手
保
巾
か

ら
金
滞
に
流
行

L
、
奥
村
内
問
家
中
に
常
活
多
〈
、

金
鋭
を
以
て
作
品
を
結
ん
だ
の
で
、
寺
枇
奉
行
よ
白
内

胞
を

L
て
榊
文
黙
阿
を
容
れ
て
之
を
料
品
ぜ
し
め
た
こ

と
が
あ
る
。
次
い
で
明
利
七
年
十
二
且
叶
七
日
に
は

滞
の
老
隠
木
多
安
一

ω守
政
行

・
附
川
駿
河
守
克
・日
が

令
を
設

L
、
大
石
寺
波
町
中
小
川
山
を
信
ず
る
こ
と
を
禁

じ
た
。
領
内
に
大
石
寺
僚
の
寺
院
は
な
か
っ
た
が
、

俗
家
に
削
総
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
こ
の
令
そ
殺

し
た
と

い
ふ。


